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◎ 本会議に職務のため出席した者の職氏名

議会事務局長 藤村 孝志

議会事務局次長 見立 貞治

議会事務局次長補佐 宮内 聡美
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１３番 片岡 栄一 議員
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開会 午前１０時００分

◎議長（井川英秋議員）

改めましておはようございます。

会議に入ります前にお知らせをいたします。３月議会におきましても、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止を図るため、本会議出席者はマスク等の着用を許可しております。発言

台につきましてはアクリル板を設置しておりますので、マスクを外しての発言を許可いた

します。また、議長席におきましても同様とさせていただきますので、ご理解をよろしく

お願いいたします。更に、密室における長時間の会議を避けるため、小休ごとに議場から

の退室をしていただき、議場への再入場の際には、消毒液で手指の消毒をしていただきま

すよう、皆様のご理解、ご協力の程をよろしくお願いいたします。

さて、新型コロナウイルス感染症が発症し、１年余りが経過しました。しかし、この感

染症はいまだ収束せず、各種行事やイベントの中止はもとより、私たちの生活様式までも

変えていかなければならない状況となっております。このような中、２月１７日、国内初

となる新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が始まりました。本市におきましても、

行政及び医療機関、医療関係、また様々な機関にご尽力をいただき、少しでも早いワクチ

ン接種ができますよう準備をしていただいているところでございます。本日、本会議に出

席いただきました議員各位におかれましても、心配で気の休まらない日々での議員活動か

と思います。そのような中、本日から始まります３月定例会も市民の方々が少しでも安全

で安心して生活していただけるために様々な課題に対し、取組を進める議会でなければな

らないと思っておりますので、なお一層のご理解、ご協力をお願いいたします。

ただいまの出席議員は１８名であります。定足数に達しておりますので、これより令和

３年３月美馬市議会定例会を開会いたします。

なお、藤田市長からのご挨拶につきましては、提案理由の説明の際に併せてお願いする

ことにいたします。

それでは、ただいまから本日の会議を開きます。

それでは、諸般の報告をいたします。議長諸般の報告といたしまして、主なものについ

て報告いたします。

まず、１２月２２日、市民と議会の意見交換会として、美馬青年会議所と美馬市の将来

像についてオンライン会議を開催し、議員各位と共に参加いたしました。

次に、２月５日、美馬西部特別養護老人ホーム組合など、つるぎ町と構成する一部事務

組合の定例会がそれぞれ招集され、副議長及び所管の常任委員長と共に出席をいたしまし

た。

次に、２月１５日、令和３年徳島県後期高齢者医療広域連合議会定例会が徳島市で開催

され、出席をいたしました。

次に、監査委員から令和２年１０月分から１２月分の例月出納検査についての報告が提

出されております。

なお、ただいま報告いたしましたそれぞれの関係資料につきましては、事務局に保管し

ておりますので、必要に応じてごらんいただきたいと思います。
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以上で諸般の報告を終わります。

これより、本日の日程に入ります。

本日の議事日程は、お手元にご配付の日程表のとおりであります。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第８８条の

規定により、１１番 西村昌義君、１２番 久保田哲生君、１３番 片岡栄一君を指名い

たします。

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。

お諮りをいたします。本定例会の会期は２月１６日の議会運営委員会の決定のとおり、

本日から３月１８日までの２３日間といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認め、本定例会の会期は本日から３月１８日までの２３日間とすることに決

定いたしました。

なお、会期中の会議日程につきましては、お手元にご配付のとおりといたしたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。

次に、日程第３、議案第１号、美馬市行政組織条例の一部改正についてから議案第１５

号、美馬市水道条例の一部改正について及び議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予

算から議案第４０号、債権の放棄についてまでの３６件を一括し、議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（井川英秋議員）

藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

皆様、おはようございます。

令和３年３月美馬市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては

大変お忙しい中、ご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。また、日頃は市勢発

展のためにご支援とご協力を賜っておりますことにつきましても、厚くお礼を申し上げる

次第でございます。

さて、先日、福島県沖を震源とするマグニチュード７.３の地震が発生をし、福島、宮

城の両県で最大震度６強を観測するなど、来月１１日に東日本大震災から１０年を迎える

東北地方を再び強い地震が襲いました。被災をされた全ての皆様方に心からお見舞いを申

し上げますとともに、一日も早い復旧をお祈り申し上げます。

今回、コロナ禍での地震発生ということもあり、避難所では入り口での検温や消毒、世

帯ごとにテントが割り振られるなど、ウィズコロナ時代に即した対応が取られました。本

市におきましても、分散避難に対応するため、それぞれのご家庭での物資の備蓄を促す事
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業に取り組むほか、避難所検証訓練の結果を踏まえ、地域や避難所ごとの特性に応じて作

成をしている避難所開設・運営マニュアルの中で感染症対策についても盛り込むこととし

ております。

次に、高病原性鳥インフルエンザについてであります。

今月の９日、美馬町の養鶏場において県内で２例目、本市では初めてとなる高病原性鳥

インフルエンザが確認をされました。これを受け、県は家畜伝染病予防法に基づき、発生

養鶏場から半径３キロ圏内を移動制限区域に、また半径３から１０キロ圏内を搬出制限区

域に設定をし、家禽や卵などの移動、搬出を制限をしたほか、周辺の７か所に消毒ポイン

トを設置いたしました。本市におきましても、対策本部を設置し、状況把握に努めるとと

もに消毒ポイントへの給水車の派遣や殺処分に当たる要員の健康管理を行う保健師の派遣

など、後方支援を行ってまいりました。

今後も鳥インフルエンザの発生が懸念をされますことから、警戒を続けるとともに、発

生が確認をされた場合には、県と連携を密にし、迅速かつ的確に対応をしてまいります。

次に、新型コロナウイルスの感染対策の決め手とされるワクチン接種についてでありま

す。

徳島県が接種や保管の拠点となる基本型接種施設につるぎ町立半田病院など１２医療機

関を指定をし、県内最初となる医療従事者等への接種を３月第１週から始める想定スケジ

ュールを示したことなどを受け、本市といたしましても、市民の皆様方に速やかに接種が

実施できるよう、保健師などを中心とした美馬市新型コロナウイルスワクチン接種業務プ

ロジェクトチームを２月１日に設置したところであります。ワクチンに関しましてはまだ

不確定な部分もございますが、市といたしましては、ワクチンが供給されましたら、可能

な限り速やかに、安全かつ確実に希望される市民の皆様方に接種が実施できますよう準備

を進めてまいります。

一方、コロナ禍の影響を受けた市内経済の下支えをするとともに、新しい生活様式の定

着やアフターコロナに向けた新たな一手を打つため、第４弾となる緊急経済対策を講ずる

べく、現在調整をしておりまして、本定例会に追加提案をさせていただく予定としており

ます。

次に、吉野川環境整備組合の新処理施設整備事業についてであります。

この事業は、昨年４月に国の交付金の内示を受け、本年度から施設整備基本計画の策定

や周辺地域の生活環境影響調査、アクセス道路の測量設計などに着手をしております。令

和３年度の主な事業といたしましては、新処理施設の基本設計やアクセス道路の整備工事

などとなっておりますが、このアクセス道路につきましては、新処理施設の建設や施設完

成後の関係車両の専用道路として、国道１９２号の穴吹新橋西側付近から穴吹浄化センタ

ーまでの約２４４メートルを整備するものであります。いずれも吉野川環境整備組合が主

体となって取り組んでいくこととなりますが、この施設整備事業は本市にとりましても最

重要プロジェクトの一つであります。事業の推進に向け、関係者の皆様には引き続き丁寧

な説明を行いながら取り組んでまいります。

次に、美馬環境整備組合に対する公金違法支出差止め等請求事件についてであります。
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これは、平成２４年１２月に提訴されたもので、当時の拝原最終処分場の建設事業に対

する公金支出差止め等を請求しようとするものでありまして、一審の徳島地方裁判所は平

成３１年３月に原告らの請求を棄却する旨の、また高松高等裁判所も令和２年９月に控訴

を棄却する旨の判決を下しておりました。そして、最高裁判所におきましても本年２月１

２日、「上告を棄却し、また上告審として受理しない」との決定がなされました。これは

美馬環境整備組合の主張が認められたものであり、本件につきましては今回の決定により

終結をいたしました。

さて、本定例会には、令和３年度美馬市一般会計予算を始め、条例などの議案を提案さ

せていただいておりますが、提案理由をご説明申し上げます前に市政の課題と主要施策に

つきましてご報告を申し上げ、議員各位を始め、市民の皆様方のご理解とご協力を賜りた

いと存じます。

最初に「未来へつなげる！市民の誰もが思いを実現し、健康で活躍できるまちづくり」

についてであります。

現在、市内の小・中学校における教育のＩＣＴ環境の充実を図るため、ＧＩＧＡスクー

ル構想に基づき、児童生徒向けの１人１台のタブレット型端末や学校内に高速大容量の通

信ネットワークといった整備を行っているところであります。また、既に整備をしている

機器を効率的・効果的に活用するため、ＩＣＴ教育支援員やＩＣＴ支援員を配置し、教員

の指導力の向上も図っているところであります。

こうした中、今月、株式会社日経ＢＰから発行された公立学校情報化ランキング２０２

０におきまして、我が美馬市は小学校部門で全国第３位、中学校部門で全国第６位、そし

て両部門とも四国一との高い評価を受けました。このランキングは、文部科学省が毎年実

施をしております学校における教育の情報化の実態等に関する調査の結果を基に日経ＢＰ

社がインフラ整備と教員指導力の二つの観点から独自の手法により全国自治体の順位づけ

を行ったものであります。なお、今回発表されました内容は、現在、全国一斉に進められ

ておりますＧＩＧＡスクール構想による整備前の令和２年３月１日時点の調査から作成さ

れたもので、対象となった自治体数は小学校部門が１,７３９団体、また中学校部門が１,

７７６団体であります。本市の目指すべきは、まずは全国１位であり、いよいよそれも見

えてまいりました。今後とも新しい時代を生きる本市の子どもたち一人ひとりの可能性を

伸ばす、一歩先を行く取組を進めてまいります。

次に、美馬市高齢者保健福祉計画及び第８期介護保険事業計画の策定についてでありま

す。

この計画において、今後３年間の介護サービスの見込み量やそれに伴う介護保険料など

を決定し、保険料につきましては現在の基準額、月額５,９００円から５,８００円に引き

下げる内容としまして、本定例会に条例の一部改正案を提案させていただいております。

保険料の引下げは、本市の健康づくりや介護予防の取組の成果であり、今後におきまして

もこれら計画に基づき、各種事業を推進し、高齢者福祉の充実に努めてまいります。

次に、幼児期における新たな健康づくり事業についてであります。

幼児期における運動は生涯にわたって健康を維持するととともに、何事も積極的に取り
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組む意欲を育む効果があるとされており、豊かな人生を送る上で大変重要であると考えて

おります。そこで、本年度、徳島ヴォルティスがスポーツ庁の事業を活用し、市内の認定

こども園の５歳児を対象に様々な遊びを通じて基本的な動きを指導し、幼児期から体を動

かす楽しさを感じてもらうヴォルティス元気っずプログラムをモデル的に実施をいたしま

した。実施後に行った保護者の皆様へのアンケートでは、「子どもが積極的に活動するよ

うになった」「子どもと遊ぶ機会が増えた」などのご意見が寄せられております。このた

め、令和３年度には、市が実施主体となり、市内全ての認定こども園と幼稚園に通う５歳

児を対象に、１年間を通してプログラムを実施することとしております。

次に、「元気な美馬！賑わいがあり『ひと』と『しごと』が好循環するまちづくり」に

ついてであります。

脇町小星地区で整備中の生涯活躍のまち移住交流促進拠点につきましては、現在、用地

南側の造成工事を進めており、令和３年度は健康や学び、移住などの機能を持ち、世代を

超えた多様な人々が集う活動拠点である地域共生交流施設の整備に着手をいたします。ま

た、用地北側の造成工事にも着手をし、市内の幼稚園及び小・中学校の給食を一元的に担

う学校給食センターや大規模災害の発生に備え、物資の備蓄や集積機能を持つ防災倉庫の

整備を行うとともに、移住交流促進拠点の運営推進法人候補者である株式会社マイナビか

らの提案を踏まえ、農業をテーマとした地域活性化の拠点施設についても整備を進めてま

いります。

次に、「未来の暮らしを守る！安全・安心、快適な環境で便利に生活できるまちづく

り」についてであります。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大や頻発化、激甚化する自然災害を始めとした危機

事態に対応するため、市の全ての危機管理に関する計画を見直し、再構築をすることとし

ておりまして、その第１弾として、本年１月１日に各計画の最上位に位置する危機管理指

針を改訂をしたところであります。この指針に基づき、対策本部の体制を再構築するとと

もに、災害などの発生時に優先度の高い業務を継続するための業務継続計画、いわゆるＢ

ＣＰにつきましても対策本部の図上訓練と連動した検証の実績結果を踏まえ、より実践的

なものとして、本年３月末に改訂することとしております。

次に、「好きです美馬！市民が地域に愛着と誇りを持てるまちづくり」であります。

徳島県内で最古級の古代寺院跡であります郡里廃寺跡につきましては、現在、整備検討

委員会において協議をしながら進めておりまして、本年度は保存活用計画の策定が完了を

する予定であります。また、令和３年度には、整備に係る基本計画を策定をし、整備をさ

れた後のイメージ図をお示ししたいと考えております。郡里廃寺跡は、国の史跡として指

定をされておりますことから、文化庁の認定を受ける必要がございますので、一定の時間

を要することが見込まれますが、一日も早く整備が図れるよう取り組んでまいります。

次に、「未来のために！市民が行政とともに進める持続可能なまちづくり」についてで

あります。

本市の広報紙である広報みまにつきましては、県広報コンクールにおいて３年連続で広

報紙部門の特選に選ばれました。こうした高い評価を励みに、今後も市民の皆様方に「伝
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わる広報紙づくり」を目指してまいります。

一方、現在、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を契機にオンライン化の動きが広ま

っておりますが、本市におきましても市民の皆様が転出、転居などの手続をスムーズに行

うことができる手続ガイドの運用を始めております。また、先日、議会から行政のデジタ

ル化の推進や積極的な情報発信についてのご提言をいただきましたが、市ホームページに

つきましては、見やすくかつ迅速に情報を入手いただけるようリニューアルを予定してい

るほか、ＳＮＳの活用や行政のデジタル化に向けた組織体制につきましても検討している

ところであります。

それでは、上程をいただきました議案の概要について、ご説明をさせていただきます。

最初に、議案第２０号、令和３年度美馬市一般会計予算であります。

令和３年度の一般会計予算規模は１９２億５,０００万円で、前年度と比較して２億７,

０００万円、率にして１.４％の増額となっております。これは、前年度は市長選挙を控

え、投資的経費を始めとした政策的な経費の計上を抑制した骨格的予算であったことが主

な要因であります。

予算の概要につきまして、歳出予算の主なものをご説明申し上げます。

総務費につきましては、移住交流促進拠点整備及び脇町市民サービスセンター窓口業務

委託に係る経費の増加などによりまして、前年度比０.０３％増の２４億２,８２６万７,

０００円を計上しております。

民生費につきましては、障害者自立支援給付費の増加などによりまして、前年度比０.

２％増の６７億１,７６０万３,０００円を計上しております。

衛生費につきましては、吉野川環境整備組合負担金の増加などによりまして、前年度比

０.２％増の１５億１,４１９万円を計上しております。

農林水産業費につきましては、口山基幹集落センター解体工事及び地籍調査に係る経費

の増加などによりまして、前年度比１４.２％増の１０億９,６７６万３,０００円を計上

しております。

商工費につきましては、西赤谷第２工場用地造成事業及び指定管理料に係る経費の減少

などによりまして、前年度比１７.２％減の２億７,０７２万６,０００円を計上しており

ます。

土木費につきましては、橋梁点検業務委託及び地方創生道整備推進交付金事業に係る経

費の増加などによりまして、前年度比４.３％増の１５億２,３８６万１,０００円を計上

しております。

消防費につきましては、消防指令センター機器更新事業に係る経費の減少などによりま

して、前年度比１２.３％減の８億５,６０１万２,０００円を計上しております。

教育費につきましては、うだつアリーナ大規模改修事業に係る経費の増加などによりま

して、前年度比１３％増の１５億３,５９４万７,０００円を計上しております。

公債費につきましては、地域交流センター整備事業債の元金償還開始などによりまして、

前年度比２.５％増の２９億８,８５０万３,０００円を計上しております。

続きまして、特別会計及び企業会計の令和３年度予算についてご説明を申し上げます。



－１１－

最初に特別会計につきましては、議案第２１号、令和３年度美馬市住宅新築資金等貸付

事業特別会計予算から議案第２６号、令和３年度美馬市小水力発電事業特別会計予算まで

の６会計であります。これら六つの特別会計の予算総額は７７億３,７３１万７,０００円

でありまして、前年度と比較いたしますと２６万９,０００円の減となっております。

次に、企業会計につきましては、議案第２７号、令和３年度美馬市下水道事業会計予算

から議案第３０号、令和３年度美馬市簡易水道事業会計予算の４会計であります。これら

四つの企業会計の予算総額は１８億５,７５２万６,０００円でありまして、前年度と比較

しますと４,８１３万６,０００円の増、率にして２.７％の増となっております。

次に、議案第１号、美馬市行政組織条例の一部改正につきましては、アフターコロナを

見据えた産業振興施策を強力に推進するため、現在の経済建設部と美来創生局の事務分掌

を改編するなど、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第２号、美馬市個人情報保護条例の一部改正につきましては、本市の保有す

る個人情報を取り扱う職員、委託業者等の個人情報の適切な取扱いの確保のため、罰則規

定を新設するなど、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第３号、美馬市防災会議条例の一部改正につきましては、美馬市防災会議の

組織及び所掌事務を見直すため、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第４号、美馬市災害対策本部条例等の一部改正につきましては、美馬市危機

管理指針の改訂に伴い、各危機事態の対策本部の組織体制を見直すため、所要の改正を行

うものであります。

次に、議案第５号、美馬市特定非営利活動促進法施行条例の一部改正につきましては、

特定非営利活動促進法の一部改正に伴い、項ずれが生じたため、該当箇所につきまして所

要の改正を行うものであります。

次に、議案第６号、美馬市特別職の給料の特例に関する条例の一部改正及び議案第７号、

美馬市職員の給与に関する条例の一部改正の２議案につきましては、市長、副市長及び教

育長並びに管理職の職員の給料月額を引き続き減額するため、所要の改正を行うものであ

ります。

次に、議案第８号、美馬市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改

正につきましては、同一の勤務条件の日額及び時間額による報酬を支給されるパートタイ

ム会計年度任用職員の期末手当基礎額について一律となるよう、所要の改正を行うもので

あります。

次に、議案第９号、美馬市国民健康保険税条例の一部改正につきましては、次期徳島県

国民健康保険運営方針において、標準保険料率等の算定における資産割を廃止することが

示されたことに伴い、本市の国民健康保険税の税率を段階的に見直すなど、所要の改正を

行うものであります。

次に、議案第１０号、美馬市敬老祝金支給条例の一部改正につきましては、平均寿命の

延伸を考慮した敬老祝金の支給にするため、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第１１号、美馬市介護保険条例の一部改正につきましては、第８期美馬市介

護保険事業計画において介護保険料基準額が見直されたことに伴い、所要の改正を行うも
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のであります。

次に、議案第１２号、美馬市道の駅地域振興施設条例の一部改正につきましては、地域

振興施設の運営実態を踏まえ、休館日を見直すなど、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第１３号、美馬市農機具保管庫及び共同農作業所条例の一部改正につきまし

ては、道犬農機具保管庫及び共同農作業所を廃止するため、所要の改正を行うものであり

ます。

次に、議案第１４号、美馬市市道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正につきま

しては、道路構造令の一部改正に伴い、市道の構造の技術的基準に自転車通行帯等を追加

するなど、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第１５号、美馬市水道条例の一部改正につきましては、市民サービス及び費

用負担の公平性の観点から簡易水道料を段階的に引き上げるため、所要の改正を行うもの

であります。

次に、議案第３１号、美馬地区広域行政組合規約変更許可の取消しを申請することにつ

きましては、令和２年９月定例会におきまして美馬地区広域振興基金を廃止するため、組

合規約の変更についてをご議決をいただき、美馬地区広域行政組合から県知事へ申請をし、

許可を受けておりましたが、諸般の事情により、この許可の取消しを申請することにつき

まして議決をお願いするものであります。

次に、議案第３２号から議案第３８号までの辺地に係る総合整備計画の策定につきまし

ては、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条

第１項の規定に基づき、議決をお願いするものであります。

次に、議案第３９号、工事請負契約の締結につきましては、地方自治法第９６条第１項

第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定

に基づき、議会の議決をお願いするものであります。契約の目的は、令和２年度生涯活躍

のまち地域共生交流施設新築工事であります。契約の金額は２億１,６５８万３,４００円

で、契約の相手方は株式会社北岡組、代表取締役 北岡眞文氏でございまして、契約の方

法は一般競争入札であります。この件につきましては、去る１月２７日に入札を執行し、

２月１日に仮契約の締結を行っているところであります。

次に、議案第４０号、債権の放棄につきましては、市営住宅の家賃に係る金銭債権のう

ち当事者の死亡などの理由によって回収が見込めないものを放棄することについて、議決

をお願いするものであります。

さて、本定例会には、ただいまご説明を申し上げたものを含めまして、予算の専決処分

の承認案件が１件、条例案件が１５件、予算案件が１５件、人事案件が４件、その他案件

が１０件、そして報告案件が１件の合計４６件を提案をさせていただいております。この

うち人事案件４件に加えまして、議案第１６号、議案第１７号、議案第１８号及び議案第

１９号の令和２年度の各会計補正予算４件を合わせた８件につきましては、迅速な対応を

図る必要がありますことから、本日、先議をお願いしたいと存じます。

これらの議案等につきましては、後程、ご説明をさせていただきますので、よろしくお

取り計らいをお願いいたします。
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ご審議を賜り、原案のとおりご可決及びご同意をくださいますようお願いを申し上げま

して、私からの挨拶及び提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いを

いたします。

◎議長（井川英秋議員）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

次に、日程第４、議案第１６号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第９号）から議

案第１９号、令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）までの４件を

一括し、議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

企画総務部、吉田部長。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

それでは、本日、先議をお願いいたします各補正予算案につきましてご説明を申し上げ

ます。

ただいま上程をいただきました議案第１６号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第

９号）でございます。お手元の令和２年度美馬市補正予算書（３月議会定例会提出議案）

の７ページをお開き願います。

令和２年度美馬市一般会計補正予算（第９号）につきましては、第１条のとおり歳入歳

出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億３００万円を減額し、補正後の歳入歳出予算の総

額を２３９億３,２００万円とするものでございます。第２条は繰越明許費の補正、第３

条は債務負担行為の補正、第４条は地方債の補正となっております。

それでは、１３ページをお願いいたします。

第２表、繰越明許費補正でございますが、古宮出張所旧施設解体事業など１３事業を追

加させていただいております。

次の１４ページ、第３表、債務負担行為補正につきましては、スクールバスを利用して

いる児童の中学校への進学に伴い、中学校費において新たに経費を計上するための債務負

担行為の追加でございます。

次に１５ページ、第４表、地方債補正でございますが、新型コロナウイルス感染症の影

響による市税等の減収に対応するため、減収補塡債を追加するとともに地方債を充当する

各事業の実績見込みにより、限度額を変更するものでございます。

それでは、今回の補正予算の主な内容につきましてご説明申し上げます。

今回の補正予算では、事業の実績見込みによる減額や財源構成を行っている費目が多く

ございます。このため、増額補正を行った予算を中心に説明をさせていただきます。

それでは、歳出補正予算から説明をさせていただきます。予算書の２１ページをお開き

ください。
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まず、一般管理費でございますが、職員退職組合特別負担金として本年度末をもって退

職する職員の確定に伴い、退職手当組合に対する負担金の不足額１,６０１万７,０００円

を追加するものでございます。

２２ページをお開きください。

上段の夏子ダム管理費におきまして、小水力発電事業特別会計操出金を３６８万３,０

００円追加計上しております。これは夏子ダムの小水力発電設備の故障により、売電収入

が減少したことに伴うものでございます。

２５ページをお願いいたします。

中段のまちづくり基金費では１００万円を追加計上しておりますが、各種指定寄附金を

いったん基金に積み立て、令和３年度予算において指定された事業に活用するものでござ

います。

歳出補正予算の主なものにつきましては、以上でございます。

次に、財源となります歳入補正予算につきましてご説明申し上げます。前にお戻りいた

だきまして、予算書の１８ページをお開きください。

上段の地方特例交付金及び地方交付税につきましては、それぞれ未計上分を予算化する

ものでございます。

次の商工費国庫補助金から１９ページ上段の土木費県補助金までにつきましては、補助

金及び交付金の内示や交付決定、事業の実績見込みに伴い、調整を行ったものでございま

す。

中段の寄附金につきましては、これまでにご寄附いただきました寄附金をそれぞれ計上

したものでございます。

次の財政調整減債及びまちづくりの各基金繰入金につきましては、普通交付税及び前年

度純剰余繰越金の未計上分を予算化したことなどに伴い各基金の積戻しを行ったものでご

ざいます。

２０ページ上段の雑入につきましては、県の市町村振興協会交付金６１４万１,０００

円を計上しており、市立図書館の運営事業に活用しております。

中段の市債につきましては、説明欄記載のとおり各事業の実績見込みに対応し、計上す

るものでございまして、このうち減収補てん債につきましては７,３３０万円を計上して

おります。

以上で、議案第１６号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第９号）の説明とさせて

いただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

◎保険福祉部長（住友礼子君）

議長、保険福祉部長。

◎議長（井川英秋議員）

保険福祉部、住友部長。

［保険福祉部長 住友礼子君 登壇］

◎保険福祉部長（住友礼子君）

続きまして、私からは議案第１７号、令和２年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算
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（第４号）につきましてご説明させていただきます。同じく補正予算書の３３ページをお

願いいたします。

今回の補正予算につきましては、第１条にありますとおり、事業勘定におきまして歳入

歳出予算の総額にそれぞれ２３万３,０００円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３４億１,０６６万９,０００円とするものでございます。

補正の内容でございますが、まず、歳出からご説明させていただきます。４０ページを

お願いいたします。

３５款諸支出金の１０項６目保険給付費等交付金償還金、補正額２３万３,０００円に

つきましては、令和元年度の国民健康保険給付費等交付金の確定に伴い、過交付分の返還

金を追加補正するものでございます。

次に、１ページ戻っていただきまして、３９ページをお願いいたします。

歳入でございます。先程の歳出の財源として前年度繰越金を全額充てております。

以上で、議案第１７号、令和２年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の

説明を終わります。よろしくお願いいたします。

◎木屋平総合支所長（佐古真澄君）

議長、木屋平総合支所長。

◎議長（井川英秋議員）

木屋平総合支所、佐古支所長。

［木屋平総合支所長 佐古真澄君 登壇］

◎木屋平総合支所長（佐古真澄君）

続きまして、私からは、議案第１８号、令和２年度美馬市一の森ヒュッテ事業特別会計

補正予算（第１号）につきましてご説明をさせていただきます。同じく補正予算書の４３

ページをお開き願います。

今回の一の森ヒュッテ事業特別会計補正予算につきましては、第１条にありますとおり、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９０万円を減額し、補正後の予算総額を４４６

万３,０００円とするものでございます。

４５ページは歳入、４６ページは歳出のそれぞれ款項ごとの補正額でございます。

また４７ページ、４８ページにつきましては、事項別の明細書となっております。

それでは、補正額の内容につきまして、まず歳出からご説明をさせていただきます。予

算書の５０ページをお開き願います。

１款ヒュッテ事業費用１項営業費用１目施設経営費についてでございますが、補正予算

額は９０万円の減額補正をするものでございます。主なものといたしまして、１０節需用

費の賄材料費のほか、１１節役務費など運営に係ります経費を削減するものでございまし

て、本年度、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策といたしまして、臨時休業のほか利

用者の自粛もあり、宿泊者数が減少したことによるものでございます。

続きまして、財源といたします歳入についてご説明をいたします。予算書の４９ページ

にお戻り願います。

１款ヒュッテ事業収益１項営業収益として６６万７,０００円の減額補正を行い、５款
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繰入金においては、一般会計からの繰入金１８０万５,０００円減額補正を行うものでご

ざいます。

６５款繰越金につきましては、前年度からの繰越金１５７万２,０００円の補正を行う

ものでございます。

議案第１８号、令和２年度美馬市一の森ヒュッテ事業特別会計補正予算（第１号）の説

明は以上でございます。よろしくお願いいたします。

◎経済建設部長（河野 功君）

議長、経済建設部長。

◎議長（井川英秋議員）

経済建設部、河野部長。

［経済建設部長 河野 功君 登壇］

◎経済建設部長（河野 功君）

続きまして、令和２年度美馬市補正予算書５３ページをお開きください。

議案第１９号、令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）につきま

してご説明を申し上げます。５７ページをお願いいたします。

１款事業収入１目売電収入でございますが、３６８万３,０００円の減額となっており

ます。これは、昨年８月に小水力発電施設の制御盤内にあるコンデンサ冷却ファンの故障

による発電の停止を余儀なくされたことに伴う売電収入の減額でございます。

次に、２０款の一般会計繰入金につきましては、発電を停止したことに伴いまして売電

収入の減少による財源不足に対する繰入金が必要となったものでございます。

以上、議案第１９号、令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）の

説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

◎議長（井川英秋議員）

以上で提案理由の説明は終わりました。

ただいま議題となっております議案第１６号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第

９号）から議案第１９号、令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）

までの４件については、先程の提案説明にあったように先議いたしたいと思います。これ

にご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１６号から議案第１９号までの４件については先

議することに決定いたしました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって質

疑を終結いたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１６号から議案第１９号まで

の４件については、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略いたしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。
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（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１６号から議案第１９号までの４件については、

委員会付託を省略することに決しました。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。これをもって討

論を終結いたします。

これより採決をいたします。

初めに、議案第１６号、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第９号）を採決いたしま

す。

お諮りいたします。議案第１６号について、原案のとおり決することにご異議ございま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、原案のとおり可決されました。

次に、議案第１７号、令和２年度美馬市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）から

議案第１９号、令和２年度美馬市小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）までの３件

について、一括して採決をいたします。

お諮りいたします。議案第１７号から議案第１９号までの３件については、原案のとお

り決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第１７号から議案第１９号までの３件については、

原案のとおり可決されました。

議事進行の都合で、小休をいたします。１０分程度でございます。

小休 午前１０時５９分

再開 午前１１時０９分

◎議長（井川英秋議員）

休憩前に引き続き、会議を開きます。

次に、日程第５、議案第４１号、美馬市副市長の選任について、議案第４２号、美馬市

教育委員会教育長の任命について、議案第４３号、美馬市教育委員会委員の任命について

及び議案第４４号、人権擁護委員候補者の推薦についての人事案件４件を議題といたしま

す。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎市長（藤田元治君）

議長。

◎議長（井川英秋議員）
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藤田市長。

［市長 藤田元治君 登壇］

◎市長（藤田元治君）

それでは、ただいま上程をいただきました議案第４１号、美馬市副市長の選任について

から議案第４４号、人権擁護委員候補者の推薦についてまでの４件の人事案件についてご

説明をさせていただきます。

最初に、議案第４１号、美馬市副市長の選任についてであります。

この案件につきましては、地方自治法第１６２条の規定によりまして、議会の同意を求

めるものであります。

選任の同意をお願いする者は、議案書のとおり、住所は美馬市穴吹町穴吹字李１番地、

氏名は加美一成氏でありまして、生年月日は昭和３３年３月１日でございます。

加美氏は、平成２９年４月１日から現職の副市長として務めていただいておりまして、

その任期は本年３月３１日をもって満了いたします。加美氏は、行政職員として豊富な経

験をお持ちでございまして、その能力、知識、行政判断は卓越したものがあるというふう

に考えております。副市長として最適任者であるため、引き続き選任についての同意をお

願いするものであります。なお、任期につきましては、選任の同意をいただきましたなら

ば、本年４月１日から令和７年３月３１日までの４年間であります。

次に、議案第４２号、美馬市教育委員会教育長の任命についてであります。

本案件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定によりまして、

議会の同意を求めるものであります。

任命の同意をお願いする者は、議案書のとおり、住所は美馬市脇町字西赤谷２８番地７

３、氏名は村岡直美氏でありまして、生年月日は昭和３４年１月５日でございます。任期

につきましては、本年５月２４日から令和６年５月２３日までの３年間であります。

村岡氏につきましては、平成３０年５月２４日から美馬市教育委員会教育長として本市

の教育行政推進に手腕を発揮されております。その人格は衆目の認めるところであります

ことから、再度の任命についてご同意をお願いするものであります。

次に、議案第４３号、美馬市教育委員会委員の任命についてであります。

この案件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定によりまし

て、議会の同意を求めるものであります。

任命の同意をお願いする者は、議案書のとおり、住所は美馬市脇町大字猪尻字東分２１

番地、氏名は上田加代氏でありまして、生年月日は昭和２９年８月１日でございます。任

期につきましては、本年５月２４日から令和７年５月２３日までの４年間であります。

上田氏につきましては、平成２９年５月２４日から本市の教育委員会委員を務められて

おり、その人格は衆目の認めるところでありますことから、再度の任命についてご同意を

お願いするものであります。

次に、議案第４４号、人権擁護委員候補者の推薦についてであります。

この案件は、人権擁護委員法第６条第３項の規定によりまして、議会の意見を求めるも

のであります。
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推薦をお願いする者は、議案書のとおり、住所は美馬市美馬町字鍵掛７４番地２、氏名

は武岡稔氏でありまして、生年月日は昭和３１年１月１３日でございます。

武岡氏は、現在、人権擁護委員に委嘱されておりまして、その任期は本年６月３０日を

もって満了いたします。人権擁護委員候補者として適任であると認められますことから、

再度、推薦をすることについてご同意をお願いするものであります。

以上、４件の人事案件につきまして、原案のとおりご同意を賜りますようお願いを申し

上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いをいたします。

◎議長（井川英秋議員）

以上で、提案理由の説明が終わりました。

お諮りをいたします。ただいま議題となっております議案は人事案件でありますので、

成規の手続を省略し、直ちに採決いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、議案第４１号から議案第４４号までは成規の手続を省略

し、直ちに採決することに決しました。

まず初めに、議案第４１号、美馬市副市長の選任についてを採決いたします。

お諮りいたします。本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって議案第４１号は、原案のとおり同意することに決しました。

次に、議案第４２号、美馬市教育委員会教育長の任命についてを採決いたします。

お諮りいたします。本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって議案第４２号は、原案のとおり同意することに決しました。

次に、議案第４３号、美馬市教育委員会委員の任命についてを採決いたします。

お諮りいたします。本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって議案第４３号は、原案のとおり同意することに決しました。

次に、議案第４４号、人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。

お諮りいたします。本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって議案第４４号は、原案のとおり同意することに決しました。

ここで、議事進行上、小休をいたします。

小休 午前１１時１８分
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再開 午前１１時１８分

◎議長（井川英秋議員）

小休前に引き続き、会議を続行いたします。

先程の議案で同意されました３名の方より挨拶の申出がありますので、これより順次、

許可をいたします。

まず、最初に副市長、加美一成さん。

◎副市長（加美一成君）

議長。

◎議長（井川英秋議員）

加美一成さん。

［副市長 加美一成君 登壇］

◎副市長（加美一成君）

議長のお許しをいただきましたので、一言ご挨拶を申し上げます。

ただいまは副市長の選任にご同意をいただき、誠にありがとうございました。これまで

の経験も生かしながら、市長の補佐役として藤田市政の推進、美馬市発展のために全力で

取り組んでまいる所存でございます。議員の皆様には今後ともご指導、ご鞭撻を賜ります

ようお願いを申し上げます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。

◎議長（井川英秋議員）

ありがとうございました。

続きまして、教育長、村岡直美さん。

◎教育長（村岡直美君）

議長。

◎議長（井川英秋議員）

村岡直美さん。

［教育長 村岡直美君 登壇］

◎教育長（村岡直美君）

失礼いたします。ただいま議長のご許可をいただきましたので、一言ご挨拶を申し上げ

ます。

先程は、美馬市教育委員会教育長の任命にご同意を賜り、誠にありがとうございます。

大変光栄に存じますと同時に、身の引き締まる思いでございますが、美馬市教育の基本理

念であります「たくましく育ち豊かな学びを実現する教育・文化の創造～郷土の未来を担

う人材の育成～」の実現に、各種施策をしっかりと推進することによりまして、藤田市長

が常々おっしゃっておられます「美来創生のまち美馬市～一歩先の確かな未来へ～」の実

現につなげてまいりたいと考えております。微力ではございますが、美馬市の教育行政の

責任者として、新しい時代を生きる子どもたちの幸せのために誠心誠意、全力で取り組ん

でまいる所存でございます。議員の皆様には引き続きご指導、ご鞭撻を賜りますようお願

いを申し上げまして、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。
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◎議長（井川英秋議員）

ありがとうございました。

続きまして、教育委員、上田加代さん。

［教育委員 上田加代君 登壇］

◎教育委員（上田加代君）

失礼いたします。ただいまご紹介いただきました上田加代でございます。

議員の皆様方にはこのたび、美馬市教育委員会委員の任命につきましてご同意をいただ

き、誠にありがとうございます。美馬市教育振興計画の基本理念でもございます「たくま

しく育ち豊かな学びを実現する教育・文化の創造」を目指しまして、誠心誠意、一層力を

注ぐ所存でございます。今後とも皆様方のご指導、ご助言を賜りますようお願い申し上げ

まして、ご挨拶に代えさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

◎議長（井川英秋議員）

ありがとうございました。

ここで、ご挨拶をいただきました上田委員には退席願いたいと思います。大変ご苦労さ

までございました。

（上田委員 退席）

◎議長（井川英秋議員）

次に、日程第６、承認第１号、専決処分の承認を求めることについてを議題といたしま

す。

議案の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

◎企画総務部長（吉田正孝君）

議長、企画総務部長。

◎議長（井川英秋議員）

企画総務部長、吉田君。

［企画総務部長 吉田正孝君 登壇］

◎企画総務部長（吉田正孝君）

それでは、承認第１号につきましてご説明を申し上げます。

令和２年度美馬市一般会計補正予算書（令和３年２月１日専決）をお願いいたします。

３ページをお開き願います。

承認第１号は、令和２年度美馬市一般会計補正予算（第８号）を地方自治法第１７９条

第１項の規定により、令和３年２月１日に専決処分をいたしましたので、同条第３項の規

定により報告をし、承認を求めるものでございます。

５ページをお願いいたします。

一般会計補正予算（第８号）は、第１条歳入歳出予算の補正のとおり、歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ４,９００万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２４０億３,５００万円とするものでございまして、歳入歳出予算の補正の款項の区分

及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は７ページ及び８ページの第

１表歳入歳出予算補正のとおりとなっております。
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第２条は繰越明許費の補正でございまして、９ページに記載のとおり４,９００万円の

全額を令和３年度に繰り越すため、繰越明許費を追加するものでございます。

それでは、まず歳出補正予算の内容につきましてご説明を申し上げます。１３ページを

お願いいたします。

１５款衛生費１項保健衛生費６目新型コロナウイルスワクチン接種事業費の補正額は４,

９００万円でございまして、財源は全額国県支出金でございます。これは国の令和２年度

予備費及び令和２年度第３次補正予算を活用し、新型コロナウイルスワクチンの接種を円

滑に実施するため、取り急ぎ必要となります準備経費及び医療従事者等に対する接種経費

を計上するものでございまして、コールセンター運営業務委託料２,９３７万円やワクチ

ン接種券出力・発送等業務委託料９３２万６,０００円、医療従事者等に対する接種委託

料６００万円が主な内容となっております。

続きまして、歳入補正予算につきまして、ご説明申し上げます。１２ページをお願いい

たします。

上段の新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金６００万円につきましては、医療

従事者等に対する接種経費に対応する国庫負担金でございまして、次の新型コロナウイル

スワクチン接種体制確保事業費補助金４,３００万円につきましては、ワクチン接種を円

滑に実施するための準備経費に対応する国庫補助金でございます。

以上で専決処分いたしました令和２年度一般会計補正予算（第８号）の説明とさせてい

ただきます。ご承認を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

◎議長（井川英秋議員）

以上で提案理由の説明が終わりました。

ただいま議題となっております承認第１号につきましては、２月１６日の議会運営委員

会の決定によりまして先議といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、承認第１号は、先議することに決しました。

これより質疑に入ります。

ただいまのところ質疑の通告がありませんので、質疑なしと認めます。これをもって質

疑を終結いたします。

お諮りをいたします。ただいま議題となっております承認第１号は、会議規則第３７条

第３項の規定により委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ございません

か。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、承認第１号は、委員会付託を省略することに決しました。

これより、討論に入ります。

ただいまのところ討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。これをもって討

論を終結いたします。
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これより採決いたします。

承認第１号は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。よって、承認第１号は、原案のとおり承認されました。

次に、日程第７、報告第１号、市長専決処分の報告についての報告を求めます。

◎経済建設部長（河野 功君）

議長、経済建設部長。

◎議長（井川英秋議員）

経済建設部、河野部長。

［経済建設部長 河野 功君 登壇］

◎経済建設部長（河野 功君）

議案書４６ページをお開きください。

報告第１号、市長専決処分の報告について説明させていただきます。

報告第１号、市長専決処分の報告について、地方自治法第１８０条第１項及び議会の委

任による市長の専決処分事項に関する条例、本則第２号の規定により、訴えの提起をする

ことについて専決処分をしたので、地方自治法第１８０条第２項の規定により、報告をす

るものでございます。

４７ページをお願いします。

専決第２号、専決処分書のとおり、市営住宅家賃滞納者に対する市営住宅明渡し等の請

求の訴えを提起することについての専決処分でございます。

相手方及び明渡し物件につきましては、議案書に記載のとおりでございまして、請求の

趣旨、事件に関する取扱いにつきましてもそれぞれ記載のとおりでございます。

以上で、報告第１号、市長専決処分の報告についての説明とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。

◎議長（井川英秋議員）

これで報告が終わりました。

次に、休会についてお諮りいたします。会期中の会議日程については、お手元にご配付

のとおりでありますが、明日２月２５日から３月２日までの６日間は議案精査及び市の休

日のため休会といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

◎議長（井川英秋議員）

異議なしと認めます。明日２月２５日から３月２日までの６日間は休会とすることに決

しました。

以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。

なお、次会は３月３日午前１０時から再開し、代表質問及び一般質問を行います。

これをもって散会といたします。

散会 午前１１時３３分
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会議の経過を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。
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